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（午前９時３０分 開会） 

○議長（伴吉晴君） おはようございます。 

ただいまの出席議員は１３名で、全員出席であります。 

これより、令和３年第３回斑鳩町議会定例会を開会します。 

ただいまから、本日の会議を開きます。 

初めに、町長より議会招集のあいさつをお受けします。 

中西町長。 

○町長（中西和夫君） おはようございます。 

令和３年第３回町議会定例会を招集いたしましたところ、議員皆様には、公私何かと

お忙しい中、ご出席を賜り、厚くお礼を申しあげます。 

平素は町政諸般にわたり、格別のご支援とご協力を賜り、心から感謝を申しあげます。 

本定例会は、斑鳩町個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改

正する条例についてなど、１３議案を提出させていただいております。いずれの議案に

つきましても、温かいご審議を賜りまして、原案どおりご承認くださいますようお願い

を申しあげます。 

さて、新型コロナウイルスワクチン接種についてでありますが、斑鳩町においては、

５月１５日から、生き生きプラザ斑鳩において集団接種を開始し、住民皆様方のご理解

ご協力のお陰をもちまして、現在のところ着実に接種を進めているところであります。  

こうしたなか、今週末から、生駒地区医師会の協力のもと、土曜日及び日曜日の集団

接種体制を増強するとともに、６月７日からは、町医師会の協力のもと、そして、奈良

県から研修医等を派遣いただき、平日における集団接種を開始することといたします。

これにより、接種可能な人数を増加させることができることから、６５歳以上の方のワ

クチン接種につきましては、国の要請どおり７月末までに完了する見込みであります。 

今後も、円滑で迅速なワクチン接種の実施に職員一丸となって取り組んでまいります

ので、議員皆様方におかれましては、引き続き、ご理解、ご協力を賜りますようお願い

を申しあげます。 

ここで、私事でございますが、この場をお借りいたしまして、私の町政に対する思い

を申しあげたいと存じます。 

私が、町民の皆様からの信託を受けて、町長に就任をさせていただいてから、３年６

か月が経過いたしました。この間、若者からお年寄りまで多くの住民の皆様との意見交

換を積み重ねるとともに、国や県、近隣市町村や民間事業者との連携を深めながら、新
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しい斑鳩づくりに邁進をしてまいりました。 

こうしたことにより、議員の皆様方をはじめ、多くの方々のご理解とご協力のもと、

広域連携による病児保育の開設や小・中学校へのエアコン設置、コミュニティバスの王

寺駅乗り入れなど、住民皆様方にお約束いたしました、さまざまな事業を実現すること

ができました。厚くお礼を申しあげます。 

しかし、一方で、奈良県との連携協定に基づく、法隆寺及びＪＲ法隆寺駅周辺地区に

おけるまちづくりなど、その実現に向けて、さらなる取り組みが求められる事業もござ

います。また、住民生活に大きな影響を与えている新型コロナウイルス対策に、引き続

き真正面から向き合い、住民の安全と安心を守っていかなければなりません。 

そして、本年度からスタートいたしました、新総合計画に掲げる、「『和』で紡ぎ 

未来へ歩む 私たちの斑鳩」というまちの将来像に基づき、本計画に定める諸施策につ

いて、和のこころを持って、さまざまなご意見を取り入れながら、実現してまいりたい

と考えております。 

このような信念から、私が、引き続き、先頭に立って、持てる力の全てを賭して、町

政に取り組んでまいりたいと、決意を新たにいたしたところでございます。 

議員皆様におかれましては、格別のご厚情をもちまして、さらなるご支援をいただき

ますよう、お願いを申しあげます。どうもありがとうございました。 

○議長（伴吉晴君） ただいまから、議事に入ります。 

本定例会の議事日程は、お手元に配布いたしております議事日程表のとおりでありま

す。よって、これに従い議事を進めてまいります。 

まず、日程１、会議録署名議員の指名を行います。会議録署名議員は会議規則第１２

７条の規定により議長において指名します。 

本定例会の会議録署名議員には、８番、井上議員、９番、横田議員を指名します。 

両議員には会期中よろしくお願いいたします。 

続きまして、日程２、会期の決定についてを議題とします。 

お諮りいたします。 

本定例会の会期を本日から本月１８日までの１８日間と定めることについて、これに

ご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（伴吉晴君） 異議なしと認めます。よって本定例会の会期は、本日から本月１８

日までの１８日間と決定いたしました。 
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次に、日程３．建設水道常任委員長報告についてを議題といたします。 

令和３年第１回斑鳩町議会定例会において、建設水道常任委員会の閉会中における継

続審査とされましたことについての審査結果の報告を求めます。 

１３番、奥村委員長。 

○建設水道常任委員長（奥村容子君） それでは、閉会中の５月１９日に開催した建設水

道常任委員会の審査の概要について報告をさせていただきます。 

 はじめに、継続審査案件であります、都市基盤整備事業に関することについてを議題

とし、理事者に報告を求めたところ、１点目に、いかるがパークウェイについて、国か

ら公表された令和３年度の整備予算が、五百井、興留区間の用地取得、埋蔵文化財調査

等の費用として２億４千万円が計上されているとのことです。また、三室、紅葉ヶ丘区

間について、令和３年３月３０日で本線の工事が完了し、今後、側道からの町道部分に

ついて電線共同溝の工事を予定されているなどが報告されました。 

また、県と市町村のまちづくりに関する連携協定について、資料によりこれまでの経

緯と基本的な進め方について説明され、令和３年５月２７日に、まちづくり基本構想の

策定業務委託に係る入札を予定されているとのことです。   

  委員から、パークウェイの県道から東側の予算について、五百井、興留区間の完成目

標について、連携協定の今後のスケジュールについて、法隆寺駅前整備の町のビジョン

についての質疑があり、理事者より一定の答弁がなされています。 

継続審査については、報告を受け一定の審査を行ったということで終わりました。 

次に、各課報告事項について、１点目、県事業の三代川河川改修事業について報告を

受けました。三代川河川改修事業の支障となるため、平成１０年から建物移転の交渉を

行ってきた物件について、町が県とともに再度交渉に努めたなか、建物の移転補償等す

べての内容について合意を得たとのことです。このことにより、当該物件の解体作業と

平行し、踏切までの区間で用地交渉を進められると報告がありました。委員から、河川

の改修計画について、踏切までの区間の状況について質疑があり、理事者より一定の答

弁がなされております。 

２点目は、国事業、大和川遊水地整備事業について、昨年１２月の建設水道常任委員

会で、法隆寺第三団地自治会の評議員に説明会を開催したことを報告されましたが、同

自治会の建設予定地に近接する班の住民を対象に、令和３年４月２５日に説明会を開催

されたとのことです。当日は、２１人の住民が参加され、大和川河川事務所が大和川遊

水地の事業効果等を説明されたことについて、当日配布された資料内容、質疑応答の概
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要とともに報告されました。委員から、家屋被害について、内水被害の心配について、

上面利用について等質疑があり、理事者から一定の答弁がなされました。 

次に、３点目として、斑鳩町創業支援事業補助金交付事業の創設について、第５次斑

鳩町総合計画に掲げる新産業の創出、起業支援をすすめるため、創業希望者に対して新

たな支援策を創設するとのことです。補助額の額は、対象経費の２分の１以内で、上限

は、法隆寺周辺地区特別用途地区では２１０万円、その他の地域は６０万円、申請の受

付期間は７月１日から３０日までで、募集件数を超える申請があった場合には、公開抽

選により補助対象者を決定するとのことです。委員から、募集件数を超えた場合の対応

について等質疑があり、理事者より一定の答弁がなされています。 

次に４点目として、仮称・斑鳩町地域振興券の発行について、町民への生活支援と地

域経済の活性化対策に加え、聖徳太子１４００年御遠忌の周知を図るため、町民ひとり

あたり２，８００円の分の地域振興券を発行するとのことです。１，４００円分の地域

振興券を２枚、２，８００円を、ひとり分として、世帯主宛に郵送により配布されると

のことです。財源として国の新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を活用

し、６月議会に上程予定の補正予算が可決されましたら、参加店舗の募集等をすすめ、

利用期間は、令和３年９月上旬から令和４年１月上旬を予定されております。委員から、

金額の根拠について、１４００円以下の利用について等、質疑があり、理事者より一定

の答弁がされております。 

次に口頭報告として、都市創生課より、斑鳩町マルシェ宿泊施設等事業者誘致事業の

現在の状況について、上下水道課より、公用車の事故について報告がありました。これ

らの報告を受け、質疑をお受けしたところ、委員より、宿泊施設のオープン時期につい

て、令和３年度や令和４年度の借地料の考え方について、呉竹荘の業務について、公用

車の事故防止について、事故報告での過失割合の報告について等、質疑があり、理事者

より一定の答弁がされております。 

以上で、各課報告事項については終わりました。 

 次に、その他についてお聞きしましたが、委員より意見等はございませんでした。 

以上が、閉会中の建設水道常任委員会における審査結果の概要です。 

なお、詳細につきましては会議録にまとめますので、ご一読いただきますようお願い

をいたしまして、建設水道常任委員会の報告とさせていただきます。 

ご清聴ありがとうございました。 

○議長（伴吉晴君） 次に、日程４．厚生常任委員長報告についてを議題とします。同じ
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く閉会中における継続審査とされましたことについての審査結果の報告を求めます。 

２番、齋藤委員長。 

○厚生常任委員長（齋藤文夫君） それでは、閉会中の５月２０日に開催しました厚生常

任委員会の審査の概要について報告させていただきます。 

 はじめに、継続審査案件であります、環境保全及びごみ減量化資源化の推進に関する

ことについてを議題とし、理事者に報告を求めたところ、１点目に、ごみ処理広域化に

関する合同勉強会について、４月２８日の第７回実務者会合の結果について報告されま

した。この会合で示されたコストシミュレーションについても、前回と同様、当初の５

市町でのシミュレーションを３市町に縮小変更したものにすぎず、斑鳩町が求めている

参加の可否を判断するためのシミュレーションではなかったとのことです。また、奈良

市から、国の交付金を受けるために必要な計画を今年１１月までに策定したい、今年１

１月までに、広域化の枠組みが確定しなかった場合は、奈良市単独での新施設建設計画

の内容で策定し、国へ提出していきたいとの考え等が示されたとのことです。 

２点目に、いかるがの里クリーンキャンペーンは、新型コロナウイルス感染症拡大防

止の観点から、昨年度に引き続き中止と報告されました。委員から、質疑等はありませ

んでした。 

継続審査については、報告を受け一定の審査を行ったということで終わりました。 

次に、各課報告事項について、１点目、令和２年度国民健康保険税の不納欠損につい

て、５２人、７２７万３，０８０円の不納欠損処分を行ったと報告を受けました。委員

から、時効が成立するまでの経緯について質疑があり、理事者より一定の答弁がなされ

ています。２点目は、令和２年度介護保険料の不納欠損について、４７人分、１５９万

６，３２０円の不納欠損処分を行ったと報告されました。委員から、介護保険と国民健

康保険で重複して不納欠損とされた納付者について質疑があり、理事者から一定の答弁

がなされました。３点目は、令和２年度 後期高齢者医療保険料の不納欠損処分につい

て、３人、１０３，５００円の不納欠損処分を行ったと報告されました。委員から、質

疑等はありませんでした。 

次に４点目として、新型コロナウイルスワクチン接種について報告がありました。ワ

クチンの接種券は、８５歳以上の約１，６３０人に発送済みで、５月１５日土曜日から

集団接種を開始した。集団接種の予約受付は４月２７日から開始し、５月１７日現在の

申込人数は約６９％とのことです。７５歳から８４歳には５月２０日に接種券を発送、

６５歳から７４歳は５月３１日に発送予定とのことです。現在、６５歳以上の接種を７
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月中に完了するよう接種体制の拡充を調整しており、６月上旬からは、現在実施してい

る土日の予約枠の拡大を地区医師会と調整するとともに、奈良県の支援による県内の研

修医等の派遣を受け、平日の集団接種に向けて調整を行っている。また、町医師会とも、

個別接種の実施に向けた調整を行っていると報告されました。予約方法は、当初は電話

予約でしたが、６５歳以上８４歳以下の混乱を避けるため、ハガキでの申し込みに変更

をするとのことで、その申込み、通知方法等について説明を受けました。また、予約キ

ャンセルの対応について、接種日の前日までに発生した場合は、申込ハガキでキャンセ

ル待ちを希望されている方に連絡する、接種当日にキャンセルされた場合には、当日接

種会場で接種を携わっていただいている医療従事者、次に、町内の高齢者施設の従事者

に、次に、当日接種会場の従事者で保健師、看護師、保育士、幼稚園教諭、その他職員

の順に接種する予定と報告されました。委員から、２回目の接種日について、高齢者で

郵便物の内容がよくわからない方の対応について、ワクチンの製造元について、接種日

の変更希望の対応等について質疑があり、理事者より一定の答弁がなされています。 

次に５点目として、生駒郡地域外来検査センターの再開について、３月末で閉鎖した

地域外来検査センターを５月２４日から再開する、検査日は月曜日と水曜日の１４時か

ら１６時までと報告されました。また、この実施に係る費用について５月２０日の専決

処分されたとのことです。委員から、運営の期間について質疑があり、理事者より一定

の答弁がされております。   

次に６点目として、新型コロナウイルス感染症に係る国民健康保険税減免の延長につ

いて、国の財政支援を受けて、昨年度に引き続き、令和３年度の国民健康保険税の減免

を実施すると報告されました。委員から、質疑等はありませんでした。 

次に７点目として、低所得者の子育て世帯に対する子育て世帯生活支援特別給付金支

給事業について、新型コロナウイルス感染症による影響が長期化する中で、低所得者の

子育て世帯に対して、児童一人当たり５万円の給付金を支給するとのことで、その対象

児童、支給対象者、支給方法等について報告されました。また、この実施に係る費用に

ついては、全額国庫補助対象であり、５月２０日に専決処分されたとのことです。委員

から、支給見込児童数の内訳について質疑があり、理事者より一定の答弁がされており

ます。 

次に８点目として、証明書交付機の庁舎内設置について、証明書等コンビニ交付サー

ビスを利用し、コンビニエンスストアに設置されている交付機を役場庁舎内に設置し、

令和４年１月から開始を予定していると報告がありました。委員から、交付に必要なマ
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イナンバーカードの交付率について、窓口緩和の効果について、町の負担額について、

サービス開始等について質疑があり、理事者より一定の答弁がされております。 

次に、口頭報告として、心身障害者（児）ふれあいの集い、身体障害者ふれあいの集

い、一日里親会について、新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から中止されると

報告されました。委員から、質疑等はありませんでした。 

以上で、各課報告事項について終わりました。 

  次に、その他についてお聞きしたところ、委員より鳩水園の水質について質問があり、

理事者より一定の答弁がされております。 

以上が、閉会中の厚生常任委員会における審査結果の概要です。 

なお、詳細につきましては会議録にまとめますので、ご一読いただきますようお願い

いたしまして、厚生常任委員会の報告とさせていただきます。 

ご清聴ありがとうございました。 

○議長（伴吉晴君） 次に、日程５．総務常任委員長報告についてを議題とします。 

同じく閉会中における継続審査とされましたことについての審査結果の報告を求めま

す。  

１０番、坂口委員長。 

○総務常任委員長（坂口徹君） それでは、総務常任委員長報告をさせていただきます。  

去る５月２１日、全委員出席のもと総務常任委員会を開催し、閉会中における継続審査

案件、及び、各種報告を受け審査を行いましたので、その概要についてご報告します。 

  まず、継続審査案件の斑鳩町における発掘調査等の文化財の調査、保存および活用に

関することについてであります。斑鳩町文化財活用センターでの春期企画展、知られざ

る斑鳩の古墳展２を５月２２日から６月２７日までを会期として開催すること、また、

この企画展の関連行事として、奈良大学教授の豊島直博氏による「知られざる斑鳩の古

墳、甲塚古墳の発掘調査成果を中心に」と題した歴史講演会を６月１２日に中央公民館

で開催することの報告がありました。委員より、講演会等の情報発信において、オンラ

インやユーチューブでの発信を検討できないか等、質疑があり、答弁されております。 

  次に、各課報告事項について。①令和２年度町税不納欠損処分について、４０件、４

０６万２，１１２円の不納欠損処分を行ったとの報告がありました。委員より、法人町

民税の状況について、軽自動車税の増大している要因について質疑があり、それぞれ答

弁されております。②避難情報の見直しについて、災害対策基本法が改正され、５月２

０日に施行されたことから、その主な見直し点について、資料により報告がありました。   
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質疑はありませんでした。③証明書交付機の庁内設置について、コンビニに設置されて

いる証明書交付機を庁舎内に設置することにより、住民票等の各種証明書を交付するこ

とが可能となり、新型コロナウイルス感染症対策として、窓口の混雑の緩和を図るもの

で、住民課窓口前に令和４年１月からのサービス開始を予定しているとの報告がありま

した。委員より、コンビニ交付サービスと同じであれば、コンビニに直接行かれるので

はないか、マイナンバーカードの普及率が３割強という状況での費用対効果について質

疑があり、それぞれ答弁されております。 

  その他の報告として、職員採用試験の実施について、令和３年度固定資産税評価替え

における適正な評価、課税に向けた調査を実施した結果等について、町民プールの休止

について。委員より、職員採用試験の面接について、職員の定数について質疑があり、

それぞれ答弁されております。 

  最後に、その他として、委員より、小・中学校のタブレットの持ち帰りにかかる同意

書について、タブレットをつかった家庭学習の現状について等の質疑があり、それぞれ

答弁されております。 

  以上が、閉会中の当委員会における審査結果の概要であります。 

詳細につきましては会議録に整理いたしますので、ご覧いただきますようお願いいた

しまして、委員長報告を終わります。 

  ご静聴ありがとうございました。 

○議長（伴吉晴君） 以上で、閉会中における各委員会の委員長報告が終わりました。 

続きまして、お手元に配布しております議事日程表の日程６．議案第２０号 斑鳩町

個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する条例についてか

ら日程１８．報告第１４号 令和２年度斑鳩町文化振興財団事業報告についてまで、以

上１３議案を一括上程します。 

町長から、本定例会に付議されました１３議案について、総括提案説明を求めます。

なお、新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から、会議時間短縮のため、本日、朗

読は一部省略されますので、ご了承いただきますようお願いいたします。 

中西町長。 

○町長（中西和夫君） 新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から、会議時間短縮の

ため、本日、朗読の一部省略について議員の皆様にご配慮いただき、ありがとうござい

ます。 

本定例会に付議いたしました議案につきましての概要説明をお手元に配布しておりま
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す。本文の朗読は省略させていただきますが、いずれの議案につきましても温かいご審

議を賜りまして、原案どおり議決をいただきますようお願いを申しあげます。 

○議長（伴吉晴君） ここでお諮りします。 

  本日提出されています議案について、あらかじめ配布された提出議案説明にその概要

が記載されておりますので、日程６．議案第２０号から日程９．議案第２３号、日程１

２．認定第２号の５議案については、会議規則第３９条第３項の規定により、提案説明

を省略することにご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（伴吉晴君） 異議なしと認めます。 

よって、これより議事日程に従い議事を進めてまいります。 

日程６．議案第２０号 斑鳩町個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例

の一部を改正する条例についてを議題とし、総括質疑をお受けいたします。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（伴吉晴君） これをもって、議案第２０号に関する総括質疑を終結します。 

ただ今、議題となっています議案第２０号は、総務常任委員会に付託します。 

日程７．議案第２１号 斑鳩町手数料条例の一部を改正する条例についてを議題とし、

総括質疑をお受けいたします。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（伴吉晴君） これをもって、議案第２１号に関する総括質疑を終結します。 

ただ今、議題となっています議案第２１号は、厚生常任委員会に付託します。 

続いて、日程８．議案第２２号 斑鳩町公民館条例の一部を改正する条例についてを

議題とし、総括質疑をお受けします。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（伴吉晴君） これをもって、議案第２２号に関する総括質疑を終結します。 

ただ今、議題となっています議案第２２号は、総務常任委員会に付託します。 

続いて、日程９．議案第２３号 令和３年度斑鳩町一般会計補正予算（第６号）につ

いてを議題とし、総括質疑をお受けします。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（伴吉晴君） これをもって、議案第２３号に関する総括質疑を終結します。 

ただ今、議題となっています議案第２３号は、総務常任委員会に付託します。 

続いて、日程１０．承認第１０号 町長専決処分について承認を求めることについて



 - 13 - 

（令和３年度斑鳩町一般会計補正予算（第５号）について）を議題とします。 

 お諮りします。 

本案については、会議規則第３９条第３項の規定により委員会付託を省略することに

ご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（伴吉晴君） 異議なしと認めます。 

よって承認第１０号については、委員会付託を省略します。 

理事者の提案説明を求めます。 

加藤住民生活部長。 

○住民生活部長（加藤惠三君） それでは、承認第１０号 町長専決処分について承認を

求めることについて（令和３年度斑鳩町一般会計補正予算（第５号）について）につき

まして、ご説明申しあげます。 

はじめに、議案書を朗読させていただきます。 

 承認第１０号 

町長専決処分について承認を求めることについて 

（令和３年度斑鳩町一般会計補正予算（第５号）について） 

標記について、地方自治法第１７９条第１項の規定により、令和３年度斑鳩町一般会

計補正予算（第５号）を別紙のとおり専決処分したので、同条第３項の規定により報告

し、議会の承認を求めます。 

令和３年６月１日 提出 

斑鳩町長 中 西 和 夫 

続きまして、２枚目の専決処分書を朗読させていただきます。 

斑専第１７号 

専決処分書 

令和３年度斑鳩町一般会計補正予算（第５号）について 

標記について、地方自治法第１７９条第１項の規定により、別紙のとおり専決処分す

る。 

  令和３年５月２０日 

斑鳩町長 中 西 和 夫 

本補正予算は、新型コロナウイルス感染症対策として、感染拡大による影響を受けた

低所得の子育て世帯に対する生活支援のための子育て世帯生活支援特別給付金の支給や
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生駒郡４町でのＰＣＲ検査実施体制の再開につきまして、すみやかに実施する必要があ

ったことから、令和３年５月２０日付で専決処分させていただいたものです。 

それでは、本補正予算の内容につきまして、補正予算書に沿いまして、ご説明させて

いただきます。補正予算書の５ページをお願いいたします。 

はじめに、歳入予算の補正でございます。第１５款 国庫支出金、第２項 国庫補助

金では、第２目 民生費国庫補助金の第１節 児童福祉費補助金で、低所得の子育て世

帯に対する生活支援として、給付金を支給するにあたり、その実施に係る費用が補助対

象となることから、新型コロナウイルス感染症セーフティネット強化交付金２，９５７

万円を増額補正させていただいたものでございます。 

６ページをお願いいたします。続きまして、歳出予算の補正でございます。第３款 

民生費、第２項 児童福祉費では、第６目 子育て世帯生活支援特別給付金給付事業費

で、給付金及びその支給に必要な事務費として、２，９５７万円を増額補正させていた

だいたものでございます。その主な内容としましては、第１節 報酬で、会計年度任用

職員の雇用にかかる費用、第３節 職員手当等で、一般職員の時間外勤務手当、第１０

節 需用費で、事務用品等の消耗品費及び案内チラシや返信用封筒等の印刷製本費、第

１１節 役務費で、案内通知等の郵送料、第１２節 委託料で、給付管理システムの導

入費、第１８節 負担金補助及び交付金で、対象児童１人当たり５万円を支給する子育

て世帯生活支援特別給付金となっております。 

次に、第４款 衛生費、第１項 保健衛生費では、第１目 保健衛生総務費の第１８

節 負担金補助及び交付金で、生駒郡４町でのＰＣＲ検査実施体制を再開するための生

駒郡地域外来検査センター運営負担金として、４３８万５千円を増額補正させていただ

いたものでございます。 

次に、７ページの第１２款 予備費では、今回の補正に要する財源といたしまして、

４３８万５千円を充当させていただいております。 

恐れ入りますが、１ページにお戻りをいただけますでしょうか。 

予算総則を朗読させていただきます。 

令和３年度斑鳩町一般会計補正予算（第５号） 

令和３年度斑鳩町一般会計補正予算（第５号）は、次に定めるところによる。 

（歳入歳出予算の補正） 

第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２９，５７０千円を追加し、歳入歳

出予算の総額を、歳入歳出それぞれ９，５８６，９８４千円とする。 
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２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳

出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

令和３年５月２０日 専決 

斑鳩町長 中 西 和 夫 

以上で、承認第１０号 町長専決処分について承認を求めることについて（令和３年

度斑鳩町一般会計補正予算（第５号）について）の説明とさせていただきます。 

よろしくご審議を賜りまして、原案どおりご承認賜りますよう、よろしくお願いを申

しあげます。 

○議長（伴吉晴君） 説明が終わりましたので、本案について、質疑をお受けいたします。 

  １２番、木澤議員。 

○１２番（木澤正男君） 今回の補正予算の中で、生駒郡の外来検査センター、ＰＣＲ検

査の体制を再開するということで、４３８万５千円が計上されてますけども、昨年度で

すね、設置していただいて、たしか検査件数自体が６０件程度だったかと思うんです。

私もっと多くの検査をしていただけるのかなと思っていたら意外と少ないなということ

で、３月で閉鎖というか閉めたときにも個人の医院でも検査ができるようになって、と

いうことで、この外来センター自体閉じても大丈夫だという見通しで閉鎖をされたとい

うふうに思うんですけど、今回５月２４日からですかね、急遽再開するという運びにな

った経緯ですね、今、第４波が広がってきている中で体制的に追いつかないということ

で改めて設置をされるのか、その辺については状況はどうなっているんでしょうか。 

○議長（伴吉晴君） 加藤住民生活部長。 

○住民生活部長（加藤惠三君） 今回、この再開させていただいた経緯でございますけれ

ども、いったん３月に終了するにあたりまして、検査数については徐々に減少しており

まして、ほぼ一桁代、２件、３件のところでございましたので、いったん閉鎖をさせて

いただいております。ただ、その後におきまして、特に変異株等の状況もよりまして検

査数が増えておりました。この地域の近くでしていただいていた、同じ生駒地区医師会

内で、生駒市で同じく検査センターを火曜日、木曜日行っていただいていたわけですけ

ど、そちらのほうは継続でしていただいてたわけですけども、おおむね１日当たりの検

査件数の上限というのが２４件で行っていただいておったんですけれども、４月の中盤

以降からその検査数を上回る検査の申し込みがあって、その生駒市でおいておりました

検査センターではちょっとなかなか難しい状況になっておりまして、その中でその検査

数の半分程度が生駒郡から行かれているという実情もございましたので、地区医師会か
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ら、検査センターの再開についての考え方をちょっとお話をいただきまして、感染状況

をみる中で必要というふうに判断をさせていただいて、今回の再開をさせていただいた

ということでございます。 

○議長（伴吉晴君） １２番、木澤議員。 

○１２番（木澤正男君） まあ、状況で必要性については理解をいたします。今、部長の

答弁の中で１日の上限が２４件ということで、その派遣いただく医師等の体制はどんな

状況なんでしょうか。医師が何名ぐらい派遣になるんですか。 

○議長（伴吉晴君） 加藤住民生活部長。 

○住民生活部長（加藤惠三君） 検査を直接していただく医師についてはおひとり、あと

そこに総括の医師、指導医というのがつかせていただいております。あと、看護師とそ

の調製を行う薬剤師の４名のスタッフでさせていただいております。 

○議長（伴吉晴君） １２番、木澤議員。 

○１２番（木澤正男君） 体制もとっていただいてやっていただけるということで、あと

ひとつ心配したのが、今、ワクチン接種のほうでですね、医師ができるだけ多く必要だ

という状況のもとなんですけども、これ今後この検査の件数自体の動向によって、また

途中で閉鎖をして、そっちのワクチン接種のほうに回っていただくとか、その辺の今後

の状況での対応についてはどういうふうに考えていらっしゃるんでしょうか。 

○議長（伴吉晴君） 加藤住民生活部長。 

○住民生活部長（加藤惠三君） 今回設置いたします、生駒郡の検査センターには月曜日

と水曜日、最低基本医師１人の派遣というふうに聞いております。その中で今、ワクチ

ン接種、今回、土日に加えまして平日も追加をさせていただいておりますけれども、平

日につきまして、町医師会に来ていただくのは、今のところ木曜日というところの調整

をさせていただいておりますので、検査センター自体については月曜日と水曜日でござ

いますので、日の重複についてはないんですけれども、医師会自体に負担をおかけして

いることには間違いないんですけれども、その点につきましては地区医師会のほうで全

体調整を行っていただいているということでございますので、ワクチン接種については

支障がない、させていただく予定というふうに考えております。 

○議長（伴吉晴君） １２番、木澤議員。 

○１２番（木澤正男君） そういうことでしたら、できるだけそちらのほうでも検査を受

けていただけるようなことにならないのかなと。今の状況ですと、医師の判断があって、

検査を受けてくださいということでじゃないと、こちらのほうの検査にこれないという
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ふうになっていると思うんです。希望して私受けたいんだという方が直接行って受けれ

るのかというと、そういう状況じゃないと思うんですけども、検査体制とっていただい

て、今後検査が減ってくるんでしたら、希望する方が受けれるようにとか、せっかく費

用をかけて設置をして体制もとっていただくんでしたら、有効な活用をしていただきた

いなと思うんですが、その辺については何か考えていらっしゃるんでしょうか。 

○議長（伴吉晴君） 加藤住民生活部長。 

○住民生活部長（加藤惠三君） 生駒郡で設置させていただいておりますのは、行政検査

でございますので、先ほど議員述べられてましたとおり、検査の必要な方にお受けいた

だく検査場ということで認識をさせていただいております。あと、希望者が希望すれば

検査が受けられる箇所につきましては、この近隣でも実質ございますので、そちらのほ

うでお受けいただく環境というのは一定程度あります。あと、行政検査ですと、若干診

察料というのはかかるんですけれども、検査料自体は無料となっておりますので、ご自

身が、希望者がされる分については基本的にはすべて有料ということになりますので、

そのあたり行政検査と違いがありますので、ご理解いただきたいというふうに思います。 

○議長（伴吉晴君） よろしいですか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（伴吉晴君） これをもって、承認第１０号に関する質疑を終結します。 

お諮りします。 

承認第１０号については、原案どおり承認することにご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（伴吉晴君） 異議なしと認めます。 

よって、承認第１０号については、満場一致で承認されました。 

続いて、日程１１．承認第１１号 町長専決処分について承認を求めることについて

（令和３年度斑鳩町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）について）を議題と

します。 

  お諮りします。 

本案については、会議規則第３９条第３項の規定により委員会付託を省略することに

ご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（伴吉晴君） 異議なしと認めます。 

よって承認第１１号については、委員会付託を省略します。 
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理事者の提案説明を求めます。 

加藤住民生活部長。 

○住民生活部長（加藤惠三君） それでは、承認第１１号 町長専決処分について承認を

求めることについて（令和３年度斑鳩町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）

について）につきましてご説明申しあげます。 

はじめに、議案書を朗読させていただきます。 

承認第１１号 

町長専決処分について承認を求めることについて 

（令和３年度斑鳩町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）について） 

 標記について、地方自治法第１７９条第１項の規定により、令和３年度斑鳩町国民健

康保険事業特別会計補正予算（第１号）を別紙のとおり専決処分したので、同条第３項

の規定により報告し、議会の承認を求めます。 

令和３年６月１日 提出 

                           斑鳩町長 中 西 和 夫 

続きまして、２枚目の専決処分書を朗読させていただきます。 

斑専第１８号 

専決処分書 

令和３年度斑鳩町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）について 

 標記について、地方自治法第１７９条第１項の規定により、別紙のとおり専決処分す

る。 

令和３年５月２５日 

                           斑鳩町長 中 西 和 夫 

今回の補正の内容でございますが、令和２年度予算の医療に係る歳出が、歳入を上回

ることとなり、歳入欠陥が生じましたことから、地方自治法施行令第１６６条の２の規

定により、令和３年度予算からその不足分を繰上げて、これに充てるものでございます。 

それでは、補正予算書の予算に関する説明書によりまして、ご説明を申しあげます。

補正予算書の５ページをお開きいただきたいと思います。 

はじめに、歳入でございます。第７款 諸収入、第２項 雑入、第６目 歳入欠かん補

填収入で、１億３，２００万円の増額をさせていただいたものでございます。 

続いて、歳出でございます。６ページをお開きいただけますでしょうか。第１１款 

前年度繰上充用金、第１項 前年度繰上充用金、第１目 前年度繰上充用金で、１億３，
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２００万円の増額補正をさせていただいたものでございます。 

  それでは、１ページにお戻りいただけますでしょうか。予算総則を朗読させていただ

きます。 

令和３年度斑鳩町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号） 

  令和３年度斑鳩町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）は、次に定めるとこ

ろによる。 

（歳入歳出予算の補正） 

第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１３２，０００千円を追加し、歳入

歳出予算の総額を、歳入歳出それぞれ３，１８７，０００千円とする。 

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳

出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

                           令和３年５月２５日 専決 

                           斑鳩町長 中 西 和 夫 

以上、承認第１１号 町長専決処分について承認を求めることについて（令和３年度 

斑鳩町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）について）の説明とさせていただ

きます。何卒温かいご審議を賜りまして、原案どおり承認いただきますよう、よろしく

お願いを申しあげます。 

○議長（伴吉晴君） 説明が終わりましたので、本案について、質疑をお受けいたします。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（伴吉晴君） これをもって、承認第１１号に関する質疑を終結します。 

お諮りします。 

承認第１１号については、原案どおり承認することにご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（伴吉晴君） 異議なしと認めます。 

よって、承認第１１号については、満場一致で承認されました。 

次に、日程１２．認定第２号 町道の認定及び廃止についてを議題とし、総括質疑を

お受けします。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（伴吉晴君） これをもって、認定第２号に関する総括質疑を終結します。 

ただいま議題となっております認定第２号は、建設水道常任委員会に付託します。 

次に、日程１３．報告第９号 議会の委任による町長専決処分の報告について（令和
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３年度斑鳩町一般会計補正予算（第４号）について）を議題とします。 

お諮りします。 

本案については、会議規則第３９条第３項の規定により委員会付託を省略することに

ご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（伴吉晴君） 異議なしと認めます。 

よって、報告第９号については、委員会付託を省略します。 

理事者の報告を求めます。 

  巻総務部長。 

○総務部長（ 巻昭男君） それでは、報告第９号 議会の委任による町長専決処分の報

告について（令和３年度斑鳩町一般会計補正予算（第４号）について）ご説明申しあげ

ます。 

はじめに、議案書を朗読いたします。 

報告第９号 

議会の委任による町長専決処分の報告について 

（令和３年度斑鳩町一般会計補正予算（第４号）について） 

標記について、地方自治法第１８０条第１項の規定により、議会において指定されて

いる事項について、別紙のとおり専決処分したので、同条第２項の規定により報告しま

す。 

令和３年６月１日 提出 

斑鳩町長 中 西 和 夫 

続きまして、２枚目の専決処分書を朗読いたします。 

斑専第１６号 

専決処分書 

令和３年度斑鳩町一般会計補正予算（第４号）について 

標記について、地方自治法第１８０条第１項の規定により、議会の議決により指定さ

れた町長の専決処分事項について、別紙のとおり専決処分する。 

令和３年５月１９日 

斑鳩町長 中 西 和 夫 

本補正予算は、消防団長が令和３年３月３１日付けで退団されたことから、消防団員

退職報償金の受け入れと、支給に要する経費について、令和３年５月１９日付けで、専
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決処分させていただいたものです。 

それでは、本補正予算の内容につきまして、ご説明申しあげます。補正予算書の５ペ

ージをお願いします。 

はじめに、歳入予算の補正です。第２１款 諸収入、第５項 雑入では、第５目 雑

入で、消防団員退職報償金受入金９７万９千円を増額補正させていただいたものです。 

６ページをお願いします。続きまして、歳出予算の補正です。第８款 消防費、第１

項 消防費では、第２目 非常備消防費で、消防団長の退団に伴う退職報償金９７万９

千円を増額補正させていただいたものです。 

それでは、１ページにお戻りいただけますでしょうか。予算総則を朗読させていただ

きます。 

令和３年度斑鳩町一般会計補正予算（第４号） 

令和３年度斑鳩町一般会計補正予算（第４号）は、次に定めるところによる。 

（歳入歳出予算の補正） 

第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ９７９千円を追加し、歳入歳出予算

の総額を、歳入歳出それぞれ ９，５５７，４１４千円とする。 

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳

出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

令和３年５月１９日 専決 

斑鳩町長 中 西 和 夫 

以上で、報告第９号 議会の委任による町長専決処分の報告について（令和３年度斑

鳩町一般会計補正予算（第４号）について）の説明とさせていただきます。 

ご理解を賜りまして、ご了承いただきますよう、よろしくお願い申しあげます。  

○議長（伴吉晴君） 報告が終わりましたので、本案について、質疑をお受けします。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（伴吉晴君） これをもって、報告第９号に関する質疑を終結します。 

報告第９号 議会の委任による町長専決処分の報告について（令和３年度斑鳩町一般

会計補正予算（第４号）について）を終わります。 

ここで１０時４０分まで休憩します。 

（ 午前１０時２０分 休憩 ） 

（ 午前１０時４０分 再開 ） 

○議長（伴吉晴君） 再開いたします。 
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次に、日程１４．報告第１０号 令和２年度斑鳩町一般会計繰越明許費繰越計算書の

報告についてを議題とします。 

お諮りします。 

本案については、会議規則第３９条第３項の規定により委員会付託を省略することに

ご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（伴吉晴君） 異議なしと認めます。 

よって、報告第１０号については、委員会付託を省略します。 

理事者の報告を求めます。 

 巻総務部長。 

○総務部長（ 巻昭男君） それでは、報告第１０号 令和２年度斑鳩町一般会計繰越明

許費繰越計算書の報告につきまして、ご説明申しあげます。 

はじめに、議案書を朗読いたします。 

報告第１０号 

令和２年度斑鳩町一般会計繰越明許費繰越計算書の報告について 

標記について、地方自治法施行令第１４６条第２項の規定により、別紙のとおり報告

します。 

令和３年６月１日 提出 

斑鳩町長 中 西 和 夫 

それでは、次のページの、令和２年度 斑鳩町一般会計繰越明許費繰越計算書により、

ご説明いたします。 

本報告は、令和２年度予算において、繰越明許費とした役場庁舎等オンライン会議・

相談等端末導入事業ほか２３事業について、令和３年度予算に繰り越す金額が確定した

ことから、その報告を行うものでございます。各事業の内容は資料のとおりでございま

すが、最終行の合計で、これら事業の翌年度繰越額は、合計７，８１０万２千円で、そ

の財源内訳は、未収入特定財源の国県支出金で２，６５４万５千円、地方債で２，０８

０万円、一般財源で３，０７５万７千円を計上しております。 

以上で、報告第１０号 令和２年度斑鳩町一般会計繰越明許費繰越計算書の報告とさ

せていただきます。 

ご理解を賜りまして、ご了承いただきますよう、よろしくお願い申しあげます。 

○議長（伴吉晴君） 報告が終わりましたので、本案について、質疑をお受けいたします。 
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（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（伴吉晴君） これをもって、報告第１０号に関する質疑を終結します。 

  報告第１０号 令和２年度斑鳩町一般会計繰越明許費繰越計算書の報告についてを終

わります。 

続いて、日程１５．報告第１１号 令和２年度斑鳩町介護保険事業特別会計繰越明許

費繰越計算書の報告についてを議題とします。 

お諮りします。本案については、会議規則第３９条第３項の規定により、委員会付託

を省略することにご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（伴吉晴君） 異議なしと認めます。よって、報告第１１号については、委員会付

託を省略します。 

  理事者の報告を求めます。 加藤住民生活部長。 

○住民生活部長（加藤惠三君） それでは、報告第１１号 令和２年度斑鳩町介護保険事

業特別会計繰越明許費繰越計算書の報告についてご説明申しあげます。 

はじめに、議案書を朗読いたします。 

報告第１１号 

令和２年度斑鳩町介護保険事業特別会計 

繰越明許費繰越計算書の報告について 

標記について、地方自治法施行令第１４６第２項の規定により、別紙のとおり報告し

ます。 

令和３年６月１日 提出 

斑鳩町長 中 西 和 夫 

本報告につきましては、令和２年度予算において、繰越明許費の議決をいただいてい

る歳出予算のうち、当年度内に執行できなかった経費を令和３年度予算に繰り越したこ

とから、地方自治法施行令第１４６条第２項の規定により、その報告を行うものでござ

います。それでは、次のページの令和２年度 斑鳩町介護保険事業特別会計繰越明許費

繰越計算書により、ご説明を申しあげます。 

第４款 地域支援事業費で、地域包括支援センターオンライン会議・相談等端末導入

事業で、翌年度繰越額は１１７万７千円となっております。 

以上で、報告第１１号 令和２年度斑鳩町介護保険事業特別会計繰越明許費繰越計算

書の報告についてのご説明とさせていただきます。 
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ご理解を賜りまして、ご了承いただきますよう、よろしくお願いを申しあげます。 

○議長（伴吉晴君） 報告が終わりましたので、本案について、質疑をお受けします。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（伴吉晴君） これをもって、報告第１１号に関する質疑を終結します。 

  報告第１１号 令和２年度斑鳩町介護保険事業特別会計繰越明許費繰越計算書の報告

についてを終わります。 

 続いて、日程１６．報告第１２号 令和２年度斑鳩町下水道事業会計予算繰越計算書

の報告についてを議題とします。 

お諮りします。 

本案については、会議規則第３９条第３項の規定により、委員会付託を省略すること

にご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（伴吉晴君） 異議なしと認めます。よって、報告第１２号については、委員会付

託を省略します。 

  理事者の報告を求めます。 上田都市建設部長。 

○都市建設部長（上田俊雄君） それでは、報告第１２号 令和２年度 斑鳩町下水道事

業会計予算繰越計算書の報告について、ご説明を申しあげます。 

はじめに、議案書を朗読させていただきます。 

報告第１２号 

令和２年度 斑鳩町下水道事業会計予算繰越計算書の報告について 

標記について、地方公営企業法第２６条第３項の規定により、別紙のとおり報告しま

す。 

令和３年６月１日提出 

斑鳩町長 中 西 和 夫 

本報告につきましては、地方公営企業法第２６条第１項の規定により、建設改良費の

うち工事請負費につきまして予算を繰り越しましたことから、その繰越額を報告するも

のでございます。２枚目の繰越計算書をお願いいたします。 

第１款 資本的支出、第１項 建設改良費 事業名 公共下水道事業（工事請負費）、

予算計上額６億１，６７０万円 支払義務発生額５億６，０９１万２，６００円、翌年

度繰越額１，５７２万円、翌年度繰越額の財源内訳、国庫補助金７８５万８，３８０円、

起債７８０万円、その他６万１，６２０円、不用額４，００６万７，４００円、翌年度
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繰越額に係る繰越を要するたな卸資産の購入限度額０円、説明、関係機関との協議に時

間を要したため。内容といたしまして、神南２丁目地内で予定いたしておりました下水

道工事につきまして、し尿処理場である鳩水園からの放流水の受け入れにつきまして県

の関係機関との協議に時間を要しましたことから、令和３年度に予算を繰越して発注す

るものでございます。 

以上、報告第１２号 令和２年度 斑鳩町下水道事業会計予算繰越計算書の報告につ

いての説明とさせていただきます。 

ご理解賜りまして、ご了承いただきますよう、よろしくお願い申しあげます。 

○議長（伴吉晴君） 報告が終わりましたので、本案について、質疑をお受けいたします。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（伴吉晴君） これをもって、報告第１２号に関する質疑を終結します。 

  報告第１２号 令和２年度斑鳩町下水道事業会計予算繰越計算書の報告についてを終

わります。 

次に、日程１７．報告第１３号 令和２年度斑鳩町一般会計事故繰越し繰越計算書の

報告についてを議題とします。 

お諮りします。 

本案については、会議規則第３９条第３項の規定により委員会付託を省略することに

ご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（伴吉晴君） 異議なしと認めます。 

よって、報告第１３号については、委員会付託を省略します。 

理事者の報告を求めます。 

栗本教育次長。 

○教育次長（栗本公生君） それでは、報告第１３号 令和２年度斑鳩町一般会計事故繰

越し繰越計算書の報告につきまして、ご説明を申しあげます。 

  はじめに、議案書を朗読をいたします。 

報告第１３号 

令和２年度斑鳩町一般会計事故繰越し繰越計算書の報告について 

  標記について、地方自治法施行令第１５０条第３項において準用する同令第１４６条

第２項の規定により、別紙のとおり報告します。 

令和３年６月１日 提出 
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斑鳩町長 中 西 和 夫 

  本報告につきましては、令和元年９月議会におきまして、繰越明許費の議決をいただ

きました、斑鳩町史編さん事業について、新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴い

調査活動の中断や先送りが余儀なくされ、調査執筆活動スケジュールに大きな遅れが生

じ、年度内での業務の完了ができなかったことから、地方自治法第２２０条第３項ただ

し書きの規定により、事故繰越しを行いましたので、その報告を行うものでございます。 

  それでは、次のページの令和２年度 斑鳩町一般会計繰越明許費繰越計算書により、

ご説明をいたします。 

  第９款 教育費 第１項 教育総務費 斑鳩町史編さん事業で、翌年度繰越額は、１，

２９５万８千円で、その財源は、すべて一般財源となっております。 

  以上で、報告第１３号 令和２年度 斑鳩町一般会計事故繰越し繰越計算書の報告に

ついての説明とさせていただきます。 

  ご理解を賜りまして、ご了承いただきますよう、よろしくお願いを申しあげます。 

○議長（伴吉晴君） 報告が終わりましたので、本案について、質疑をお受けいたします。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（伴吉晴君） これをもって、報告第１３号に関する質疑を終結します。 

  報告第１３号 令和２年度斑鳩町一般会計事故繰越し繰越計算書の報告についてを終

わります。 

次に、日程１８．報告第１４号 令和２年度斑鳩町文化振興財団事業報告についてを

議題とします。 

お諮りします。 

本案については、会議規則第３９条第３項の規定により委員会付託を省略することに

ご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（伴吉晴君） 異議なしと認めます。 

よって、報告第１４号については、委員会付託を省略します。 

理事者の報告を求めます。 

上田都市建設部長。 

○都市建設部長（上田俊雄君） それでは、報告第１４号 令和２年度斑鳩町文化振興財

団事業報告につきまして、ご説明申しあげます。 

はじめに議案書を朗読いたします。 
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報告第１４号 

令和２年度斑鳩町文化振興財団事業報告について 

標記について、地方自治法第２４３条の３第２項の規定により、別紙のとおり報告し

ます。 

令和３年６月１日提出 

斑鳩町長 中 西 和 夫 

それでは、令和２年度事業報告書に基づきまして、ご説明を申しあげます。 

１ページ目をお願いいたします。財団の概況でございます。上から三つ目の財団の事

業についてでございます。文化振興財団では、（１）の公益目的事業、（２）の収益事

業等を実施いたしております。（１）の公益目的事業では、公１の公演文化講座事業と

して、自主文化事業２１事業を計画いたしておりましたが、新型コロナウイルス感染症

拡大対策により、５事業を中止し、１６事業を実施いたしております。これらの事業収

益は１,０２０万４,３９９円で、事業費１,２７６万９,９８７円となっております。 

次に、公２のホール管理貸与事業では、事業収益１,５４８万１,８３９円で、事業費

は１億４０１万３,４２４円となっております。なお、令和２年度において、新型コロ

ナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を活用して交付した文化振興財団感染症対策

支援金３０万円、及び文化振興センター設備維持支援金１千万円の合計１,０３０万円

につきましては、本事業の事業収益に計上いたしております。 

次に、コピーサービス料金や町からの指定管理料などの共通収入を経理する「共通」

では、事業収益のみで８,７５８万７,８０６円となっております。この結果、公益目的

事業合計は、事業収益が１億１,３２７万４,０４４円で、事業費は１億１,６７８万３,

４１１円となっております。 

  次に（２）収益事業等でございます。販売や営利活動などの公益目的以外の利用に係

る事業として、収１、ホール管理貸与事業では、事業収益６６１万３,５４５円で、事

業費は、３７３万５,８７５円となっております。次に、収２、図書館管理事業では、

事業収益及び事業費とも１,１９５万４２６円となっております。なお、ホール全体に

係ります委託料、光熱水費等の管理費につきまして、利用面積分の２２％を図書館分と

して按分いたしております。この結果、収益事業合計は、事業収益で１,８５６万３,９

７１円となり、事業費は、１,５６８万６,３０１円となっております。 

  これらの事業実施状況につきましては、事業報告書の３ページから６ページに、また、

施設使用状況及び施設使用料につきましては、７ページから１０ページにまとめており
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ます。令和２年度では、新型コロナウイルス感染症の影響により、施設の使用状況は、

昨年度に比べて大きく下回る状況となっております。 

次に、財務諸表でございます。１１ページの貸借対照表をご覧いただけますでしょう

か。資産の部の１．流動資産合計、及び負債の部の１．流動負債合計は、ともに前年度

と比較して４９１万８,６９３円減の２,２２１万１,２７０円となっております。 

また、資産の部の２．固定資産では、（１）基本財産で、前年度と同額の１億円、

（２）その他固定資産では７９万５,３２５円で、固定資産の合計は１億７９万５,３２

５円となっております。これに 流動資産を加えた資産合計は１億２,３００万６,５９

５円で、貸借対照表の１番下の負債及び正味財産合計と同額となっております。１２ペ

ージに、会計別の貸借対照表を整理いたしております。 

次に１８ページをお願いいたします。令和３年３月３１日現在の財産の保有状況でご

ざいます。最下段の正味財産では１億７９万５,３２５円となり、貸借対照表でご説明

させていただきました正味財産合計と一致いたしております。また、１９ページ以降は、

正味財産増減計算書の事業区分内訳表説明書となっております。 

３０ページをお願いいたします。令和３年４月２８日に実施されました、監査結果に

ついて、その報告書を添付いたしております。 

  以上、報告第１４号 令和２年度斑鳩町文化振興財団事業報告についての説明とさせ

ていただきます。 

ご理解を賜りまして、ご了承いただきますよう、よろしくお願い申しあげます。 

○議長（伴吉晴君） 報告が終わりましたので、本案について、質疑をお受けいたします。 

  ３番、中川議員。 

○３番（中川靖広君） 当初の財団設立をするにあたって、１億円の資本金が必要だとい

うことで、斑鳩町が１億円を出して財団を設立されて、現在では資本金が１千万で設立

できるということで、斑鳩町が１億円を出した分の差額９千万円を町に戻したらどうで

すかという、私が一般質問をして、そののちに９千万円は斑鳩町に戻すような説明を受

けたと思うんですが、それはいつどのようなタイミングで戻るんでしょうか。  

○議長（伴吉晴君） 上田都市建設部長。  

○都市建設部長（上田俊雄君） 令和２年度におきまして、理事会および評議委員会にお

きまして、議案として提出し、了承いただいておりまして、令和３年度の予算において、

９千万を返還ということになっております。  

○議長（伴吉晴君） ４番、小城議員。  
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○４番（小城世督君） ２２ページのですね、以前にも質問させてもらったんですけども、

友の会の事業ですけど、コロナの影響もあると思うんですけれども、減額になっている

と思うんですけども、この影響がコロナだけかな、事業等募集かけてないとか、その辺

を教えていただきたいです。  

○議長（伴吉晴君） 上田都市建設部長。  

○都市建設部長（上田俊雄君） 友の会につきましては、４００口を目標に進めていたと

ころでございますけれども、新型コロナウイルス感染症の感染拡大による非常事態宣言

の発令によりまして、行動自粛が求められた結果、特に６０歳から８０代が７０％を占

めている会員のイベント等への参加意欲の減少につながって、この結果になったという

ことでございます。また、ホール事業の開催自体が非常に流動的であり、勧誘活動も積

極的に展開することが困難であったということで認識いたしております。  

○議長（伴吉晴君） ４番、小城議員。  

○４番（小城世督君） ありがとうございます。まあコロナもあってなかなか難しいと思

うんですけれども、新しい形とかいろんな形を模索しながら引き続きやっていただきた

いと思います。以上です。  

○議長（伴吉晴君） １２番、木澤議員。  

○１２番（木澤正男君） 昨年度ですね、２１事業予定してて、５事業中止したというこ

とですけども、今後ですね、絞って開催はされていくというふうに思うんですけども、

このコロナ禍の中にあって、ホールの運営については事業としてはどういうふうに考え

てはるんでしょうか。事業開催について。  

○議長（伴吉晴君） 上田都市建設部長。  

○都市建設部長（上田俊雄君） 事業につきましては、３月議会のほうで事業計画を説明

させていただいておりますけども、コロナウイルスの、現在も定員の半分というような

条件を付しておりますので、そういった状況を見ながら事業を実施してまいりたいとい

うふうに考えているところです。  

○議長（伴吉晴君） １２番、木澤議員。  

○１２番（木澤正男君） 昨年度、どの段階で中止を決めはったのかわかりませんけど、

状況によっては予定はしていても中止をしていく等のことも発生するということで理解

してよろしいでしょうか。  

○議長（伴吉晴君） 上田都市建設部長。  

○都市建設部長（上田俊雄君） 公益事業につきましては、その実施団体および文化振興
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財団のほうで、十分な調整をする中で、安全対策に努めて実施していただいているとい

うことを認識いたしておりますので、今後もそのように財団を踏まえまして、その動向

についてはまた町としても見守っていきたいというふうに考えているところです。  

○議長（伴吉晴君） １２番、木澤議員。  

○１２番（木澤正男君） もう１点、先ほど、中川議員のほうから、その資本金ですね、

９千万円返還するということで、この３年度で予算組んでいるということで、それはそ

れで別にいいとは思うんですけど、これ見せていただくと現金預金が減ってきてますけ

ども、今後だんだんコロナ禍の中で、マイナスが大きくなってくると、逆にまた戻して

いくというふうになるのか、その辺のところはどういうふうに考えているんですか。  

○議長（伴吉晴君） 上田都市建設部長。  

○都市建設部長（上田俊雄君） コロナ禍という、こういう特殊な背景がございますけれ

ども、こういったことにつきまして、町としましても令和２年度につきましては、先ほ

ども説明させていただきましたように１，０３０万円の補助金として臨時的に交付させ

ていただいております。通常の運営につきましては、指定管理料および補助金で、また

残りの１千万円を運用して事業運営をしていただけるというふうに考えておりますけど

も、コロナ等の状況に応じてそういう補助金、もしくは必要な分はまた検討していきた

いというふうに考えているところでございます。  

○議長（伴吉晴君） これをもって、報告第１４号に関する質疑を終結します。 

  報告第１４号 令和２年度斑鳩町文化振興財団事業報告についてを終わります。 

以上をもちまして、本日の議事日程はすべて終了しました。 

明２日、３日は休会、４日は午前９時から一般質問を予定しておりますので、定刻に

ご参集をお願いします。 

本日は、これをもって散会します。 

おつかれさまでした。 

（午前１１時０５分 散会）  


